
 

 

北部公園の平成２５年度管理状況 
施設所管課 土木部公園緑地課 

指定管理者 
(株)岸グリーンサービス 

 代表取締役 岸 省三 

指定期間 平成 23 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 具体的な業務の実施状況 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・ ちびっ子広場にガイドパネルを設置（H23～） 

・ スマートフォンを利用したクイズを企画（H25） 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・ 利用者アンケートの実施（188 件） 

その他特記事項 

・園内植物観察ｽﾎﾟｯﾄを季節毎に紹介する｢散策ﾏｯﾌﾟ｣を作成

（H22～） 

 ・樹木粉砕チップによる昆虫の飼育（H25） 

利用の促進に関する業

務 

自主事業の企画・実施 

・ ｢親子ふれあいﾌｪｽﾀ｣(手作り体験・生き物観察)  

（参加者数 1,300 人） 

・ ネイチャースクール（利用者数 75 人）（新規）  

・ アドプト花壇 （参加者数 100 人） 

・ スポーツ教室 (ｻｯｶｰ:ﾂｴｰｹﾞﾝ金沢) （参加者数 30 人） 

自主事業の情報提供、広報、PR 

・ ホームページへの掲載 

周辺地域、関係機関との連携・協働の推進 

・｢親子ふれあいﾌｪｽﾀ｣を５団体と協働して開催 

・｢ネイチャースクール｣を２団体と協働して開催 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

該当なし 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

樹木・芝生管理：年間工程表に基づき作業を実施 

清掃：トイレ、園路、グラウンドを 1回/日 

保守点検：浄化槽（定期点検） 

警備：日中の 2回/日実施 

小規模修繕：井戸加圧ポンプ、トイレ等を修繕 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・緊急連絡先の周知徹底、危機管理マニュアルの作成 

個人情報の管理状況 

  ・個人情報保護ﾏﾆｭｱﾙを作成し、職員教育を実施 

 



 

 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標 

指標 Ｈ２４年度 

（参考） 

Ｈ２５年度 前年度比 増減理由 

利用者数（人） 127,000 135,005 106%  

 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

該当なし    

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

該当なし    

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 26,000 人件費 3,700 

自主事業収入 1,192 光熱水費 1,466 

  修繕費 1,197 

  植栽管理費 17,873 

  その他 2,573 

合計 27,192 合計 26,809 

収支差額 383  

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

 ①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月実施 有効回答数 188 件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス 62.7% 35.8% 1.5% 0.0% 

施設の維持管理 53.0% 44.8% 2.2% 0.0% 

 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望    ※主なものを抜粋 

年月 内  容 対応 

平成 25 年 5 月 

 

平成 25 年 7 月 

池の水をきれいにして欲しい。 

 

枯れた樹木を植え替えて欲しい。 

直ちに、清掃を行い池の汚れに応じ

適切な時期に清掃することにした。 

マツクイムシの被害木については、

伐採しチップ化し昆虫育成に再利用

している。 



 

 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

該当なし   

③その他報告事項など 

 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・多種多彩な自主事業を積極的に実施している。 

・利用者から意見や要望に対して、職員が常駐し迅速か

つ丁寧な対応をしている。 

・利用状況に応じたゾーン分けを行い、利用者間のトラ

ブル防止に努めている。 

・伐採木をチップ化し昆虫を育成している。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・多種多様な植物や広い芝生広場を有する公園であるが、

高い植栽管理のノウハウを活用し良好に管理している。 

・大規模な休憩施設や各種グラウンドなど、管理作業が

多様に渡るが、きめの細かい適切な管理で、安全性と良

好な景観が維持されている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｃ 

 

・仕様書等に定める水準どおり実施されている。 

総合評価 Ｂ ・多種多彩な自主事業を積極的に実施している。 

・利用者からの意見・要望に迅速、丁寧に対応している。 
 

○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準どおり実施されている 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を期待する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


